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Karuta

オープンソースeポートフォリオシステム

-eポートフォリオ設計と開発の環境・ツール

-"Design Your Own Portfolio"
-ラーニングポートフォリオ、アセスメントポートフォリオ、ショーケー

スなどのeポートフォリオを作成できる

2014年9月30日 :Karuta1.0 リリース

2015年3月末 :Karuta1.1 リリース予定
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プロジェクトメンバー＆実践機関

HEC Montréal （カナダ）
–School of Education

–Quebec Training Network in Perinatal Research 
(QTNPR) 

•京都大学
–博士課程教育リーディングプログラム（思修館，グローバル

生存学）

•Three Canoes LLC（アメリカ）
•IUT-2 Grenoble（フランス）
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Sakai、OSPとの関係

Sakaiの次期公式eポートフォリオシステム
Sakai11から正式に連携

OSPはSakai10まで

LTI-1で連携（もうすぐLTI-2に対応）

OSPの後継として位置づけ
OSPと同様のデータ構造

→ OSPからKarutaへのデータの移行可能
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Karutaの特徴

どんなeポートフォリオも作成できる
ルーブリック評価
ショーケース作成

学習者間での相互評価

作成方法
ページを作成→リソース追加の繰り返し

ぜんぶGUI
リソース：

テキスト、ファイル、画像、ビデオ、提出欄、コメント欄、ルーブリック、カレンダー
など
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Karutaの画面構成
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リソースの設定
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やるべきことの指示

学生の書き込み

指導教員のコメント

メンター教員のコメント

ルーブリックでの評価
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ルーブリックによる評価
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ルーブリックによる評価が反映
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ルーブリックによる評価
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ルーブリックによる評価



Karutaの特徴

OSPのデータの活用

LTI-1と連携、LTI-2とまもなく連携

レスポンシブルデザイン
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2015/3/10

OSP

Karuta
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OSP→Karuta
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Attachments to matrix cells and 
to forms:

• Copied from Sakai 
Resources

• Uploaded directly from 
user desktop

Content of form fields

OSP→Karuta



今後

開発中

ELGG（オープンソースのソーシャルネットワーキングフレーム
ワーク）連携

ユーザビリティの改善

既存機能の改良
電子メール通知（通知するリソースの選択）、リソースの表示/非表示、

HTMLパブリッシング，ポートフォリオテンプレート

京都大学 博士課程教育リーディングプログラム

WAD６ → Karuta1.1 ?
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